
講
演
＆
暑
気
払
い
、
和
や
か
に
終
わ
る

炎
暑
の
７
月
１
９
日
、
緑
爽
会
恒
例
の
暑
気
払
い

が
開
催
さ
れ
た
。
ひ
さ
び
さ
に
国
見
利
夫
元
代
表
も

顔
を
出
さ
れ

一
同
大
歓
迎
だ
つ
た
。
差
し
入
れ
の
酒

や
お
菓
子
が
並
び
、
用
意
し
た
弁
当
の
ほ
か
波
部

・

川
口
さ
ん
の
手
料
理
に
加
え
ら
れ
た
尾
野
益
大
四
国

支
部
長
か
ら
届
い
た
鳴
門
わ
か
め
の
サ
ラ
ダ
も
好
評

だ
っ
た
。
講
演

「棟
方
志
功
と
立
山
」
（五
十
嶋

一
晃

会
員
）
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

参
加
者
】
田
村
佐
喜
子
・
国
見
利
夫
・
羽
田
栄
治
・
梨

羽
時
春

・
松
本
恒
廣

・
菅
野
弘
章

。
近
藤
緑

・
里
見
清

官
澤
憲
さ
ん
の
ピ
ツ
タ
ル
、

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館

ヘ

緑
爽
会
報
１
０
８
号
掲
載
の
宮
澤
美
渚
子
さ
ん
の

「セ
ピ
ア
色
の
写
真
」
に
反
響
が
あ
つ
た
。
山
岳
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
森
久
雄
さ
ん
が
日
に
と
め
た
の

は
、
北
岳
中
央
稜
バ
ッ
ト
レ
ス
初
登
攀
を
め
ぐ
る
松

濤
明
と
同
伴
者
宮
澤
憲
Ｌ
の
隠
さ
れ
た
真
実
。『風
雪

の
ビ
バ
ー
ク
』
が
一
人
歩
き
し
た
陰
に
安
川
茂
雄
の

意
図
が
見
え
る
と
書
い
た
後
記
も

「い
い
視
点
だ
」

と
認
め
て
く
だ
さ
つ
た
。

た
ま
た
ま
芦
安
山
岳
館
が
企
画
展

「南
ア
ル
プ
ス

の
登
山
史
を
探
る
」
を
準
備
し
て
い
る
と
の
情
報
を

得
て
、
塩
沢
館
長
に
緑
爽
会
報
と
宮
澤
憲
著

『
ヒ
マ

ラ
ヤ

一
つ
の
峰
の
物
語
』
を
添
え
て
検
討
を
依
頼
し

た
。
館
で
は
早
速
文
献
を
調
査
し
た
ら
し
い
。
憲
さ

ん
の
遺
品
の
ピ
ツ
ク
ル
を
展
示
の
目
玉
に
し
た
い
と

一百
つ
て
き
た
の
は
、
６
月
１
５
日
の
オ
ー
プ
ン
ま
で

あ
と
数
日
と
い
う
慌
た
だ
し
さ
。
早
速
宮
澤
家
に
伺

子

・
渡
部
温
子

田
稔

・
夏
原
寿

予
光
／
南
川
金

講
師
　
五
十
嶋

秋
の
講
演
会
の
ご
案
内

◆
鼎
談

「深
田
久
爾
を
語
る
」

今
な
お
衰
え
な
い

『
日
本
百
名
山
』
の
人
気
。
身

近
な
人
た
ち
が
そ
の
著
者
の
索
顔
を
語
り
ま
す
。

日
時
　
１
０
月
４
日

（木
）
１
８
時
３
０
分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室

講
師
　
深
田
森
太
郎

（久
爾
長
男

・
緑
爽
会
々
員
）

藤
本
　
慶
光

金
馴
副
会
長
）

大
森
　
久
雄

（ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

知
人

・
友
人
、
ど
な
た
で
も
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
松
本
恒
廣
８
０
３
・３
３
２
６
・２
８
９
２

曝 爽会 9月 山行]/Jヽ フ謳ゴ 山

期日 9月 25日 軟 )日 帰り価天中止)

基全 塩山駅改札口 9時 30分

高尾発8:02塩山着9:25甲 府行

コ ー ス 塩山駅 (タ クシー)一焼山峠

一 一杯水―小檜山一小楢峠一父恋 し

道分岐一 オザャードビレッジ・フフ

(タ クシー)塩山駅

歩行時間 4時間強 地図 メ‖浦、塩山

申込期限 9月 18日 鉄 )タ クシー予約
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夏原寿― 近膵雅幸

近藤 緑 メ|1口 章子

横山 隆 渡部温子

き下碁二さん を偲gr谷

急逝 されて 3ヶ月余 り。「偲ぶ会」の

お知 らせです。

期 日・場所  10月 1日 (月 )18時
慶応義塾大学三田校舎内

ファカルティー クラブ

会費 1万円

申込 9月 15日 までに松本まで。

803-3326-2892
この会は、三田文学会 。独文科同期会

。体育会山岳部及び 日本山岳会有志の

共催で行われます。

横
山
隆

・
鳥
橋
祥
子

・
川
上
進

・
島

・
田
井
具
世

・
川
口
章
子

。
中
尾
千

・
布
川
欣

一

晃

　

　

　

　

　

　

計
２
０
名

ヅ
て
　
き
ょ・フから
芦
安
で企
画
展

山
岳
館
　
　
　
　
　
　
身
。
「
風
雪
の
ビ
バ
ー
ク
」
の
著

シ
ャ
フ
ト
の
上
部
に
は

「宮
沢
」

い
、
凶
器
の
ビ
ツ
ケ
ル
の
梱
包
に
大
汗
を
か
い
て
宅

急
便
で
送
り
出
し
、何
Ｌ
か
展
示
に
間
に
合
わ
せ
た
。

こ
れ
ま
で

「同
行
者
Ｍ
」
Ｌ
さ
れ
て
無
視
さ
れ
て

き
た
憲
さ
ん
の
ピ
ツ
ケ
ル
が
、　
一
周
忌
を
前
に
し
て

北
岳
に
近
い
芦
安
に
所
を
得
た
こ
と
で
、
美
渚
子
夫

人
も
さ
ぞ
安
堵
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
な
お
、
山
崎

安
治
編

『
日
本
登
山
記
録
大
成
』
に
は
同
伴
者
名
も

明
記
し
て
あ
る
由
。
「さ
す
が
」
と
思

つ
た
。　
∞

の
名
前
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
か
ら
現

代
に
至
る
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
道

山
史
を
バ
ネ
ル
写
真
を
交
え
て
紹

介
。
山
で
の
狩
猟
を
目
的
に
高
原

地
帯
に
集
落
を
築
い
て
い
た
人
間

‐が
ヽ
農
耕
の
始
ま
り
を
欄
に
平
地

に
移
住
。
そ
の
後
に
山
が
神
格
化

ｔさ
れ
、
信
仰
登
山
が
生
ま
れ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
．
山
の
神
の
象

徴
と
し
て
山
に
祭
ら
れ
、
鳳
菖
三

側
蝙

暮

同
館
の
塩
沢
久
仙
館
長
は

「山

と
共
に
生
活
し
て
き
た
先
人
の
考

え
や
登
山
■
を
知
る
こ
と
で
、
未

来
の
南
ア
ル
プ
ス
の
理
想
的
な
姿

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

企
画
展
は
来
年
５
月
３‐
日
ま

で
。

掛         :
国見利夫さんを囲んで記念撮影  撮影 夏原寿一

山梨日日新聞 `12 6 ¬5



白暴

曇
塞

国
袋

受

響

桑

書

員
Ａ蔑
晏

婁

磐

東
日
本
大
震
災
被
災
地

「慰
霊
と
支
援
の
旅
」

・　

　

　

　

　

　

近
藤

緑

自
然
保
護
委
員
会
で
、
今
年
の
テ
ー
マ
を

「尾
瀬
を

考
え
る
」
と
決
め
、
尾
瀬
戸
倉
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

つ
た
と
き
か
ら
、
私
は
こ
の
バ
ス
旅
行
を
考
え
て
い
た
。

「な
ぜ
、
い
ま
、
尾
瀬
が
問
題
な
の
か
」
と
言
え
ば
、

昨
年
、
３
月
１
１
日
の
大
震
災
と
大
津
波
に
よ
つ
て
福

島
第

一
原
子
力
発
電
所
が
破
壊
さ
れ
、
放
射
性
物
質
に

よ
る
周
辺
へ
の
影
響
が
広
範
囲
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
、

東
京
電
力
と
し
て
は
今
後
そ
の
補
償
問
題
に
追
わ
れ
、

従
来
ど
お
り
の
尾
瀬
の
管
理
費
は
出
せ
な
い
と
表
明
し

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ま
ず
、
震
災
の
爪
痕
の
残
る
宮
城

・
福
島

を
視
察
し
て
か
ら
尾
瀬
に
行
こ
う
で
は
な
い
か
と
提
案
、

そ
れ
を
支
援
事
業
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
自
然
保

護
委
員
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
何
人
か
は
緑
爽
会
々
員
で

あ
り
、
今
年
の
実
行
委
愚
長
が
緑
爽
会
事
務
局
の
川
口

章
子
さ
ん
に
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
私
を
強
く
揺

り
動
か
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

は
じ
め
に

か
つ
て
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
会
と
い
う
民
間
の
教
育
団

体
が
あ
つ
て
、
官
制
の
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
違

っ
た
在
野

の
教
育
運
動
を
し
て
い
た
。
初
代
代
表
は
戦
後
民
主
教

育
の
指
導
者
で
あ
っ
た
宮
原
誠

一
東
大
名
誉
教
授
で
、

先
生
の
死
後
は
高
弟
の
室
俊
司
立
教
大
教
授
が
継
い
だ
。

会
員
の
多
く
は
教
師
と
父
母
で
、
月
刊

「Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
」

を
発
行
し
、
研
究
講
座
を
開
き
、
年
に

一
度
は
日
本
教

育
会
館
で
全
Ｐ
研
大
会
を
開
催
し
て
い
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
を
皮
切
り
に
編
集
に
興
味
を
も
つ
た
私

は
、
神
奈
川
県
下
の
団
地
か
ら
東
京
に
転
居
す
る
と
同

時
に
「Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
」
の
編
集
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、

お
陰
で
各
新
聞
社
の
教
育
担
当
記
者
と
も
知
り
合
う
機

会
が
あ
っ
た
。
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
樋
日
恵
子
、
俵

萌
子
、
永
畑
道
子
と
い
つ
た
女
性
評
論
家
が
論
陣
を
張

つ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
舞
台
で
脚
光
を
浴
び
る
人
た

ち
と
は
違
っ
て
、
私
は
裏
で
集
会
の
Ｐ
Ｒ
や
人
集
め
に

腐
心
し
て
い
た
。
３
０
年
前
、
私
が
実
行
委
員
長
で
日

本
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
を
満
員
に
し
た
と
き
の
達
成
感

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
時
代
の
風
潮
と
多
く
の
協
力
者
が

あ
っ
て
の
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

同
志
の
多
く
が
、
散
っ
て
行
き
、
世
を
去
っ
た
。
今

や
、
私
や
川
日
章
子
さ
ん
、
鎌
倉
淑
子
さ
ん
は
、
数
少

な
い
全
Ｐ
研
の
残
党
で
あ
る
。
大
き
な
集
会
を
開
催
す

る
た
め
の
ノ
ゥ
ハ
ゥ
を
多
少
は
知
っ
て
い
る
。
企
画
す

る
に
当
た
つ
て
は
、
人
が
今
、
何
な
ら
動
い
て
く
れ
る

か
を
、
ま
ず
考
え
る
こ
と
だ
。

「慰
霊
と
支
援
の
旅
」
を
全
国
集
会
の
プ
レ
ス
タ
デ

ィ
と
し
て
位
置
づ
け
て
も
ら
つ
た
が
、
実
行
委
員
会
の

中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
本
務
の

「尾
瀬
集
会
」
に
専
念
し

て
も
ら
い
た
い
と
、
バ
ス
旅
行
の
道
営
に
関
し
て
は
別

の
有
志
を
募
る
こ
と
に
し
た
。
全
Ｐ
研
時
代
に
国
見
利

夫

（元
緑
爽
会
代
表
）
さ
ん
ら
と
始
め
た

「自
然
と
人

間
の
暮
ら
し
を
考
え
る
フ
オ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
」
の
仲
間
で
、

現
在
も
付
合
い
の
続
い
て
い
る
人
々
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
み
た
。
傘
寿
を
迎
え
る
私
か
ら
の
頼
み
で
は
断
れ

な
い
向
き
も
あ
っ
た
ろ
”２

何
人
か
の
賛
同
者
に
恵
ま

れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
な
ら
行
け
る
と
確
信
を
し
た
。

ま
ず
、
バ
ス
運
行
の
世
話
役
に
は
、
昨
年
秋
の
族
捨

山
行
き
で
実
証
済
み
の
里
見
清
子
さ
ん
が
最
適
と
お
願

い
し
た
。
甲
府
ワ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
並
み

の
添
乗
員
に
負
け
な
い
経
験
を
積
ん
で
い
る
。

被
災
地
の
案
内
役
に
は
、
旧
知
の
新
聞
記
者
、
渡
邊

豊
記
者
に
依
頼
し
た
。
東
北
大
学
出
身
で
毎
日
新
聞
社

定
年
後
に
塩
竃
支
局
勤
務
を
希
望
し
て
赴
任
、
昨
年
の

大
地
震
に
遭
遇
し
て
九
死
に

一
生
を
得
て
い
る
。
打
診

す
る
と

「ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。
現
地
の
人
は
こ
の
ま

ま
世
間
に
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
が

一
番
つ
ら
い
の
で
す
」

と
、
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

同
じ
く
現
地
協
力
者
し
て
宮
城
支
部
柴
崎
徹
会
員
、

福
島
の
江
花
俊
和
会
員
、
山
形
支
部
佐
藤
淳
志
会
員
ら

に
声
を
か
け
た
。
特
に
「支
援
の
タ
ベ
」
の
こ
と
で
は
、

江
花
さ
ん
に
会
場
や
人
集
め
の
こ
と
で
、
多
大
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ひ
た
す
ら
走
っ
た
二
日
間

６
月
２
９
日
７
時
５
０
分
、
予
定
通
リ
バ
ス
は
新
宿

を
出
発
し
た
。
今
回
は
、
プ
レ
ス
タ
デ
イ
と
し
て
尾
瀬

集
会
と
窓
口
を

一
つ
に
し
た
の
で
、
全
国
各
地
か
ら
の

参
加
者
で
、
ほ
ぼ
満
席
状
態
だ
っ
た
。

川
口
Ｊ
Ｃ
か
ら
東
北
自
動
車
道
に
入
り
、
バ
ス
は
順

調
に
走
っ
て
く
れ
た
。
長
い
車
中
も
退
屈
す
る
こ
と
は

な
い
。　
一
通
り
自
己
紹
介
し
た
後
は
、
心
得
た
常
連
の

方
々
が
登
場
し
て
く
だ
さ
る
。

ま
ず
北
海
道
か
ら
参
加
の
新
妻
徹

（元
支
部
長
）
さ

ん
。
母
校
北
大
の
寮
歌

「都
ぞ
弥
生
の
」
百
年
祭
を
語

り
、
伝
統
の
寮
歌
を
唱
っ
て
く
だ
さ
つ
た
。　
一
高

・
三

高
と
旧
制
高
校
自
体
が
遠
く
な
っ
た
現
在
、
札
幌
で
は

子
ど
も
ま
で
が
こ
の
歌
を
歌
う
と
聞
い
て
楽
し
く
な
つ

た
。
「羊
群
声
な
く
牧
舎
に
帰
り
」
と
い
う
漢
語
調
の
歌

詞
を
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
の
か
。
正
調
「都

ぞ
弥
生
の
」
を
披
露
す
る
新
妻
さ
ん
は
青
年
の
昔
に
還

っ
た
よ
う
だ
つ
た
。
８
０
を
超
え
て
冬
山
に
も
行
く
と

い
う
人
だ
か
ら
、
年
寄
り
扱
い
は
失
礼
か
も
し
れ
な
い
。

仙
台
南
か
ら
荒
浜
方
面
に
向
か
う
。
津
波
の
塩
害
で

不
毛
と
な
つ
た
田
畑
が
車
窓
に
広
が
る
。
こ
こ
で
、
緑

友
の
中
里
律
子
さ
ん
か
ら
ご
子
息
が
続
け
て
い
る

「七

里
ガ
浜
発
七
ケ
浜
復
興
支
援
隊
」
の
話
を
聞
く
。
美
し

い
七
ケ
浜
が
津
波
で
壊
滅
、
名
前
が
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
鎌
倉
七
里
ガ
浜
が
毎
月
支
援
隊
を
出
し
て
い
る
。

息
子
夫
婦
が
支
援
に
出
か
け
る
間
、
孫
の
面
倒
を
見
に

行
く
と
い
う
中
里
さ
ん
。
彼
女
自
身
、
松
島
出
身
と
い

う
か
ら
災
害
は
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
・２

利
府
中
Ｉ
Ｃ
を
出
た
と
こ
ろ
で
、
か
ね
て
申
し
合
わ

せ
て
あ
っ
た
宮
城
支
部
柴
崎
会
員
、
秋
田
支
部
福
田
会

員
と
渡
邊
記
者
が
乗
り
込
む
。
ガ
イ
ド
が
揃

つ
た
こ
と

で

一
安
心
。
地
元
記
者
の
誘
導
で
、
バ
ス
は
塩
竃
市
内

を
回
り
、
松
島

へ
。
湾
内
と
外
洋
と
で
被
害
の
大
き
さ

が
違
う
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
知
っ
た
。
コ
」の
こ
と
を
知

っ
て
い
て
政
宗
は
、
松
島
に
瑞
巌
寺
を
建
て
た
の
で
し

ょ
う
か
」
と
、
終
了
後
に
感
想
を
書
い
て
き
た
の
は
、

同
じ
く
緑
友
の
森
達
男
さ
ん
。

仙
石
線
野
蒜
駅
で
小
休
止
。
仙
台
と
石
巻
を
結
ぶ
こ

の
鉄
道
は
、
今
も
不
通
の
ま
ま
復
旧
の
メ
ド
は
た
っ
て

い
な
い
。
駅
合
や
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
空
し
く
残
る
周

辺
に
は
、
半
壊
状
態
の
商
店
や
家
屋
が
あ
っ
た
。
海
岸

へ
と
バ
ス
を
回
す
途
上
で
、
空
き
地
に
台
や
椅
子
を
お

い
て
、
生
前
の
衣
類
を
掛
け
、
花
を
飾
つ
た
供
養
台
が

あ
っ
た
。
そ
の
生
々
し
い
光
景
に
、　
一
瞬
皆
の
顔
色
が

変
わ
つ
た
。
そ
の
昔
、
沿
岸
航
路
を
避
け
て
物
資
を
輸

送
し
た
と
い
う
運
河
を
渡
り
、
堰
堤
に
立
つ
と
、
海
岸

沿
い
に
は
る
か
石
巻
方
面
が
見
渡
せ
た
。

石
巻
は
か
つ
て
緑
友
会
々
員
だ
っ
た
森
佐
和
子
さ
ん

（故
人
）
が
誇
り
に
し
て
い
た
街
だ
っ
た
。
「石
巻
に
は

乞
食
は
い
な
い
。筆
と
塵
取
が
あ
れ
ば
生
き
て
い
け
る
」

と
言
つ
て
い
た
。
港
で
俵
か
ら
こ
ば
れ
た
米
を
集
め
、

魚
を
拾
え
ば
飢
え
死
に
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
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自
慢
の
種
だ
っ
た
。
そ
の
石
巻
の
大
災
害
を
知
ら
ず
に

彼
女
が
早
世
し
た
こ
Ｌ
は
、
せ
め
て
も
の
こ
と
だ
つ
た

か
も
し
れ
な
い
。
心
の
中
で
ご
家
族
の
無
事
を
祈
つ
て

再
び
バ
ス
に
乗
り
込
む
。

午
後
３
時
。
残
念
な
が
ら
今
日
の
視
察
は
こ
こ
ま
で
。

野
蒜
Ｉ
Ｃ
か
ら
高
速
道
路
を
走
つ
て
、　
一
路
、
会
津
猪

苗
代
へ
。
宿
舎
、
猪
苗
代
観
光
ホ
テ
ル
で
今
頃
は
、
直

行
し
た
出
演
者
た
ち
が

「支
援
の
タ
ベ
」
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
し
て
い
る
こ
Ｌ
だ
ろ
う
。
そ
の
お
世
話
を
地
元
の

江
花
さ
ん
、
ま
た
、
車
で
先
行
し
た
渡
邊

・
下
野
両
自

然
保
護
委
員
が
し
て
く
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
予
定

通
り
７
時
に
開
演
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
お
客
が

集
ま
っ
て
、
本
隊
が
ま
だ
到
着
し
な
い
と
な
っ
た
ら
、

ど
う
し
ょ
う
。
気
持
ち
は
焦
る
が
、
そ
こ
は
安
仝
運
転

で
バ
ス
に
任
せ
る
以
外
な
い
。

お
願
い
し
た
い
ず
み
観
光
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
遠

藤
さ
ん
。前
回
秋
田
の
全
国
集
会
で
お
馴
染
み
で
あ
る
。

急
が
ず
、
慌
て
ず
、
無
理
の
な
い
走
行
で
、
確
実
に
決

ま
つ
た
時
刻
に
目
的
地
に
着
け
て
く
れ
た
。

「負
け
る
な
　
福
島
」
の
タ
ベ

７
時
開
宴
。
７
時
半
に
デ
イ
ナ
ー
シ
ヨ
ウ
を
始
め
る

予
定
だ
っ
た
。
６
時
過
ぎ
に
バ
ス
は
宿
舎
に
着
い
た
の

で
、
要
領
よ
く

一
風
呂
浴
び
た
人
も
多
い
。
「浴
衣
で
も

い
い
か
」
と
聞
い
て
く
る
人
も
い
た
が
、
お
客
さ
ま
に

失
礼
だ
か
ら
と
断
つ
た
。
靴
は
？
と
言
わ
れ
る
と
、
登

山
靴
の
人
が
殆
ど
な
の
で
、
ス
リ
ツ
パ
も
可
と
答
え
る
。

猪
苗
代
町
長
、
同
議
長
と
、
い
ず
れ
も
代
理
な
が
ら

忙
し
い
な
か
を
来
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
も
有
難
い
こ
と

で
あ
る
。
歌
手
の
山
澤
直
子
さ
ん
と
関
り
が
あ
る
野
口

英
世
記
念
館
か
ら
は
、
二
人
の
方
が
見
え
た
。

会
場
に
人
る
Ｌ
、
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
丸
テ
ー
ブ

ル
が
九
つ
、
配
置
し
て
あ
る
。
会
食
は
オ
ー
ド
ブ
ル
形

式
に
し
た
。
３
０
分
の
時
差
を
つ
け
て

「支
援
の
タ
ベ
」

に
参
加
す
る
地
元
の
方
々
も
入
場
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

大
船
実
行
委
員
長
の
司
会

・
進
行
で
来
賓
の
挨
拶
な

ど
が
終
わ
り
、
乾
杯
だ
け
の
お
酒
が
尽
き
る
頃
合
い
を

み
て
デ
イ
ナ
ー
シ
ョ
ウ
が
始
ま
る
の
会
場
が
タ
テ
長
な

と
こ
ろ
か
ら
、
音
響
の
専
門
業
者
を
お
願
い
し
た
。
お

陰
で
ど
こ
に
い
て
も
声
は
届
い
て
、
カ
ラ
オ
ケ
も
生
演

奏
と
変
わ
ら
な
い
効
果
を
あ
げ
た
。

出
演
者
の
山
澤
直
子
さ
ん
は
、
か
つ
て
藤
野
や
、
忍

野
村
の
集
会
で
も
歌
っ
て
も
ら
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
頃
は
、
音
人
を
出
た
て
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
だ
っ
た
．

そ
の
後
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
出
会
い
、
そ
の
歌
曲
を

歌
う
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
歌
手
と
し
て
大
き
く
成
長
し

た
。
今
で
は
日
本
人
の
情
感
に
訴
え
る
歌
を
し
み
じ
み

と
問
か
せ
る
大
人
の
歌
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

今
回
は
彼
女
を
中
心
に
朗
読
や
歌
の
ほ
か
、
お
馴
染
み

の
東
京
イ
ン
タ
ー
ア
ー
ツ
の
牧
原
く
み
子
さ
ん

（竿
）

高
橋
章
子
さ
ん

（フ
ル
ー
ト
）、
劇
団
芸
協
の
福
井
緑
さ

ん
に
マ
ン
ド
リ
ン
の
岩
崎
早
苗
さ
ん
ら
が
、
福
島
支
援

と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

曲
日
は
「ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・グ
レ
イ
ス
」
「夏
の
童
謡
・

唱
歌
メ
ド
レ
ー
」
の
ほ
か
福
島
ゆ
か
り
の
高
村
光
太
郎

「智
恵
子
抄
」
か
ら
中
島
は
る
作
曲

「人
に
」
を
歌
つ

た
。
現
在
闘
病
中
の
中
島
は
る
さ
ん
と
も
、
せ
め
て
一

緒
の
旅
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
演
目
に
加
え
た
も
の
。

等

・
フ
ル
ー
ト
の
合
奏
は
宮
田
耕
八
朗
作
曲

「キ
ビ
タ

キ
の
森
」。
キ
ビ
タ
キ
が
福
島
の
基
鳥
Ｌ
い
う
こ
と
も
あ

つ
て
、
古
里
に
生
き
る
す
べ
て
の
生
き
も
の
の
平
安
を

祈
る
思
い
だ
つ
た
。

福
井
緑
さ
ん
は
福
島
の
り
よ
作
の
童
話
、
東
日
本
大

震
災
も
の
が
た
り

「犬
の
ラ
メ
」
を

一
人
芝
居
で
演
じ

て
く
れ
た
っ
震
災
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
つ
た
犬
が
、
ロ

ー
ズ
マ
リ
ー
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
飼
い
主
の
少
女
と
再

会
す
る
話
で
あ
る
。
作
者
の
福
島
の
り
よ
さ
ん
が
、
わ

ざ
わ
ざ
埼
玉
か
ら
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
嬉
し

か
つ
た
。
古
賀
政
男
の
名
曲

「影
を
慕
い
て
」
の
伴
奏

と
と
も
に
、　
一
人
芝
居
を
ひ
き
た
て
て
く
だ
さ
つ
た
の

は
マ
ン
ド
リ
ン
の
岩
崎
早
苗
さ
ん
で
あ
る
。
彼
女
は
東

北
の
旅
に
中
し
込
ん
で
こ
ら
れ
た
の
を
、
こ
れ
幸
い
と

一
役
担
っ
て
も
ら
つ
た
。

「野
口
英
世
の
母
」
（作
詞
・
寺
田
邦
昭
　
作
由

・
中
村

守
孝
）、
「心
母
」
（作
詞
作
山

・
石
坂
ま
さ
お
）
は
山
澤

直
子
さ
ん
の
持
ち
歌
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
母
シ
カ
の

手
紙
の
朗
読
と
共
に
、
心
の
こ
も
つ
た
歌
を
聞
か
せ
て

く
れ
る
。
彼
女
自
身
、
野
口
英
世
の
出
身
地
猪
苗
代
で

コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

最
後
は
石
川
啄
木
・作
歌
　
越
谷
達
之
助
・作
山

「初

恋
」
を
筆

・
フ
ル
ー
ト
の
伴
奏
で
み
ご
と
に
歌
い
上
げ

た
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
翌
日
の

「尾
瀬
集
会
」
の
成
功

を
祈
つ
て

「夏
の
想
い
出
」
を
全
員
で
歌
っ
て

「支
援

の
タ
ベ
」
は
無
事
に
終
わ
つ
た
。

翌
日
は
、
７
時
３
０
分
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
こ
こ

で
別
れ
る
出
演
者
や
渡
辺
豊
記
者
、
佐
藤
淳
志
夫
妻
ら

に
見
送
ら
れ
な
が
ら

一
路
、
尾
瀬
戸
倉
に
向
か
っ
て
急

い
だ
。
「走
れ
メ
ロ
ス
」
さ
な
が
ら
の
ハ
ー
ド
な
行
程
だ

っ
た
が
、
会
津
に
残
つ
た
人
々
は
思
い
思
い
に
旅
の
終

わ
り
を
楽
し
ん
だ
ら
し
い
。
皆
さ
ん
、
ど
う
も
有
難
う
。

後
で
開
い
た
話
に
よ
れ
ば
山
澤
直
子
さ
ん
は
、
秋
に

猪
苗
代
で
開
催
さ
れ
る

「野
口
英
世
」
を
顕
彰
す
る
大

き
な
催
し
に
招
か
れ
た
と
か
。
こ
れ
も
嬉
し
い
話
で
あ

る
。
若
い
世
代
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。
（８

・
２
１
）
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尾
瀬
雑
感

山
川
陽

一

尾
瀬
に
最
初
に
足
を
踏
み
い
れ
た
の
は
、
大
学
１

年
の
冬
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
５
名
。
ぼ
く
た
ち

山
岳
部
員
４
名
と
、
ど
う
い
う
い
き
さ

つ
だ
っ
た
か

忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
イ
ギ
リ
ス
の
若
い
現
役
航
空
隊

員
が

一
緒
と
い
う
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
。
あ
の
時
は
、

テ
ン
ト
ひ
と
張
り
と
ス
キ
ー
を
も
つ
て
富
士
見
日
か

ら
入
山
し
、
最
初
の
日
は
富
士
見
峠
で
泊
り
、
翌
日

ス
キ
ー
で
尾
瀬
ヶ
原
に
下
つ
て
尾
瀬
沼
に
出
て
、
そ

れ
か
ら
黒
岩
山
、
鬼
怒
沼
山
を
た
ど
つ
て
奥
鬼
怒
温

泉
峡
に
下
り
、
さ
ら
に
根
名
草
山
や
丸
沼
な
ど
を
経

て
金
精
峠
に
至
り
、
日
光
湯
元
に
下
る
と
い
う
長
丁

場
だ
っ
た
。
ス
キ
ー
は
滑
る
と
い
う
よ
り
ほ
と
ん
ど

歩
く
道
具
だ
っ
た
。
尾
瀬
沼
の
上
を
ス
キ
ー
で
横
断

し
た
こ
と
、
山
中
は
大
半
が
樹
林
帯
で
、
地
図
と
磁

石
と
猟
師
が
残
し
た
ナ
タ
ロ
が
頼
り
の
歩
行
だ

っ
た

こ
と
、
雪
の
日
光
沢
温
泉
で
星
を
眺
め
な
が
ら
無
料

温
泉
に
浸
か
っ
た
こ
と
、
根
名
草
の
登
り
が
ば
か
に

急
崚
だ
っ
た
こ
と
、
や

つ
と
金
精
峠
に
た
ど
り
着
い

て
鎮
座
し
て
元
気
に
天
を
仰
ぐ
金
精
様
た
ち
を
眺
め

な
が
ら
急
に
人
里
が
恋
し
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
今

で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
半
性
紀
、
ど
れ
く
ら
い
尾
瀬
に
入
っ
た

こ
と
か
。
学
生
時
代
は
元
気
が
有
り
余

っ
て
い
た
か

ら
、
た
ま
の
サ
ブ
ザ
ツ
ク
歩
き
が
嬉
し
く
て
、
友
人

と
ふ
た
り
で
三
平
峠
、
尾
瀬
沼
、
燃
岳
、
山
の
鼻
、

鳩
待
ち
峠
を
ぐ
る
っ
と

一
日
で
駆
け
抜
け
た
こ
と
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
、
山
の
鼻
に
テ
ン
ト
を
張
つ

て
至
仏
山
を
上
半
身
裸
で
ス
キ
ー
滑
降
し
た
こ
と
、

ま
だ
尾
瀬
が
禁
漁
に
な
っ
て
い
な
か
つ
た
あ
の
頃
、

ひ
と
り
で
岩
魚
釣
り
に
入
っ
て
小
屋
の
囲
炉
裏
端
で

オ
ヤ
ジ
が
釣
つ
て
き
た
大
物
揃
い
の
釣
果
に
ビ
ツ
ク

リ
仰
天
、
つ
ぎ
の
日
教
え
て
も
ら
つ
た
ヨ
ツ
ピ
川
に

わ
け
入
っ
て
悠
々
と
泳
ぐ
魚
を
眺
め
な
が
ら

一
尾
も

釣
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
悔
し
い
思
い
出
、
秋
も
深

ま

っ
た

１。
月
下
旬
会
社
の
女
性
た
ち
と

一
面
草
紅

葉
の
原
を
歩
い
て
三
条
の
湯
か
ら
渋
沢
温
泉
に
下
り

全
山
紅
葉
の
中
を
渡
し
舟
で
奥
只
見
湖
を
波
つ
た
夢

の
よ
う
な
３
日
間
の
こ
と
、
家
族
で
歩
い
た
夏
の
尾

瀬
な
ど
等
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
脳
裏
を
か
け
め
ぐ
る
。

ぼ
く
に
日
本
の
山
の
中
で
何
処
が
好
き
？
と
問
わ

れ
た
ら
、
迷
う
こ
と
な
く
尾
瀬
と
屋
久
島
と
上
高
地

の
名
前
を
挙
げ
る
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
沢
山
好
き
な

と
こ
ろ
は
あ
る
け
れ
ど
、
結
果
と
し
て
何
回
も
何
十

回
も
繰
り
返
し
通
い
つ
め
た
と
こ
ろ
が
本
当
好
き
な

山
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、
過
去
幾
た
び
か
尾
瀬
の
自

然
保
護
を
廻
つ
て
の
エ
ポ
ツ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
が
あ
つ

た
。
そ
の
中
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
戦
後

復
興
の
時
期
、
国
策
と
し
て
の
電
源
開
発
か
ら
尾
瀬

の
自
然
を
守
ろ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
尾
瀬
保
存
期
成

同
盟
の
人
た
ち
の
活
動
と
、
ス
ー
パ
ー
林
道
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
た
め
立
ち
上
が
り
遂
に
時
の
環
境
庁
大

石
長
官
の
心
を
動
か
し
て
中
止
を
言
わ
し
め
た
平
野

長
請
さ
ん
ら
の
執
念
の
活
動
の
ふ
た
つ
で
あ
る
。
尾

瀬
が
日
本
の
自
然
保
護
の
原
点
と
言
わ
れ
る
所
以
で

あ
る
。

こ
れ
ら
先
人
の
努
力
で
今
日
ま
で
守
ら
れ
て
き
た

尾
瀬
で
あ
る
が
、
そ
の
類
稀
な
美
し
い
自
然
に
触
れ

よ
う
Ｌ
す
る
人
山
者
は
ピ
ー
ク
時
年
間

６０
万
人
に

も
達
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
登
山
道
や
ト
イ
レ
、
宿

泊
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
近
年
は
ネ
ー
チ

ャ
ー
ガ
イ
ド
の
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

そ
ん
な
尾
瀬
が
、
３

・
１
１
以
降
、
管
理
の
あ
り

方
で
揺
れ
動
い
て
い
る
。
尾
瀬
の
土
地
の
４０
％
を
所

有
す
る
東
京
電
力
が
近
年
尾
瀬
の
管
理
の
た
め
に
計

上
し
て
き
た
テ
算
は
木
道
の
整
備
な
ど
に
２
億
円
そ

の
他
を
入
れ
る
と
年
間
４
億
円
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
あ
の
福
島
第

一
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
実
質

国
有
化
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
に
な
り
、
今
後
同
規

模
の
出
費
は
困
難
に
な
っ
た
。
東
電
は
、
引
き
続
き

尾
瀬
の
土
地
は
持
ち
続
け
る
こ
と
を
表
明
、
管
理
に

つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
１
億
円
程
度
に
減
額
し
て
、

引
き
続
き
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
今
年
は
落
ち

着
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
山
岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会

で
も
環
境
省
あ
て
意
見
書
を
提
出
し
た
。
ま
た
、
今

年
の
自
然
保
護
全
国
集
会
で
も
メ
イ
ン
の
テ
ー
マ
と

し
て
議
論
さ
れ
た
。
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
木
の

日
草
の
芽

９８
号

　ヽ
９９
号
に
詳
し
い
の
で
、
本
稿
で

は
、ぼ
く

一
個
人
の
意
見
を
述
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。

そ
も
そ
も
、
自
然
が
自
然
で
あ
る
か
ぎ
り
管
理
な

ど
と
い
う
も
の
は
、
不
必
要
で
あ
る
。
大
勢
の
人
た

ち
が
入
山
す
る
か
ら
管
理
が
必
要
に
な
る
。
武
田
久

吉
さ
ん
が
尾
瀬
を
歩
き
回
っ
て
い
た
頃
の
尾
瀬
に
還

る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
不
要
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
、
い
ま

如
何
に
自
然
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
少
な
く
す
る

か
が
問
題
に
な
り
管
理
が
必
要
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

さ
て
、
国
立
公
園
は
自
然
の
“
保
護
と
利
用
”
を

目
的
と
し
て
国
が
制
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
東
電

が
実
質
国
有
化
に
お
ち
い
っ
て
い
る
現
在
、
尾
瀬
の

所
有
も
完
全
に
国
の
も
の
に
し
て
、
国
自
ら
が
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
取
つ
て
国
立
公
園
の
目
的
に
あ
っ
た
管

理
を
お
こ
な
う
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
国
立

公
園
の
核
心
部
に
当
た
る
４０
％
も
の
土
地
が

一
企

業
（そ
れ
も
国
策
的
合
業
）
の
私
物
に
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
が
管
理
の
主
体
に
な
つ
て
い
る
こ
と
自
体
好
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
際
、
こ
の
構
図
自
体
を

精
算
し
て
、
そ
の
上
で
、
過
剰
で
集
中
的
な
利
用
が

自
然
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
よ
う
人
山
者
の
地
域

的
時
期
的
分
散
化
と
絶
対
人
数
の
抑
制
を
図
る
手
だ

て
を
考
え
る
こ
と
、
人
山
者
に
対
し
て
も
受
益
者
負

担
の
観
点
か
ら

一
定
の
金
銭
的
負
担
を
求
め
る
対
策

を
講
じ
る
な
ど
の
手
を
蛮
勇
を
も
つ
て
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。
山
岳
団
体
の
自
然
保
護
担
当
者
や
尾
瀬
の

全
国
集
会
に
参
加
し
た
岳
人
た
ち
の
過
半
が
、
同
じ

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
わ
が
意
を
得
た

り
と
思

っ
て
い
る
。

◆

お

願

い

◆

緑
大
会
は
自
然
保
護
委
員
会
Ｏ
Ｂ
に
よ
つ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
同
好
会
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
で
き
る
こ
と

は
、
進
ん
で
提
携
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
報

「木
の
日
草
の
芽
」
が
近
く
１
０

０
号
を
数
え
ま
す
。
９
１
号
か
ら
、
編
集
は
元
川
里
美

委
員
に
交
替
。
ヽ
）れ
ま
で
長
く
関
わ
つ
て
き
た
近
藤
は
、

や

っ
と
肩
の
荷
を
下
ろ
し
た
気
分
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
１
０
０
号
を
契
機
に
、
「木
の
日
草
の
芽
」

を
購
読
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。
「緑
爽
会
報
」
と
合

わ
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
、
自
然
保
護
の
現
状
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
年
間
購
読
費

１
０
０
０
円
。

申
込
み
は
、
川
１１
章
子
（８
ｏ
卜
が
あ
“
‥∞
劇
じ
ま
で
。

―

編

集

後

記

―

残
暑
お
見
舞
い
中
し
上
げ
ま
す
。

★
立
秋
も
過
ぎ
、
ま
も
な
く
９
月
に
な
る
と
い
う
の
に
、

居
座
っ
た
夏
は
勢
い
を
増
す
ば
か
り
。
救
急
車
の
サ
イ

レ
ン
を
聞
く
た
び
に
、
す
は
、
熱
中
症
か
と
緊
張
し
ま

す
。
群
馬

・
埼
玉
の
暑
さ
は
、
内
陸
で
涼
し
い
海
風
の

入
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
、
大
都
会
の
熱
気
が
南
風
に
乗
っ

て
吹
き
つ
け
る
た
め
だ
と
か
。
こ
れ
ま
で

「沖
縄
に
避

暑
に
行
く
」
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
羽
日
に

到
着
し
た
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
第

二
月
が

「東
京
は
気
温

３
３
度
、
那
覇
よ
り
暑
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」
で
し

た
。
★
自
然
保
護
全
国
集
会
が
終
わ
り
、
緑
爽
会
の
暑

気
払
い
が
終
わ
っ
た
後
、
怠
け
て
い
た
ら
会
報
の
原
稿

が
な
い
。
大
慌
て
で
作
成
し
た
７
・
８
合
併
号
で
す
。

緊
急
な
お
願
い
に
協
力
し
て
く
だ
さ
つ
た
方
々
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
★
会
報
は
皆
さ
ん
の
も
の
。
い
つ
で

も
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
山
行
報
告

・
紀
行

文

・
エ
ツ
セ
イ

。
書
評
な
ど
、
な
ん
で
も
気
軽
に
送
つ

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
☆
緑
爽
会
員
年

会
費
１
５
０
０
円
、
ま
た
、
緑
友

（会
員
外
）
会
報
購

読
料
１
０
０
０
円
、
未
納
の
方
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

★
緑
爽
会
報
の
編
集
も
後
継
者
を
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
い
く
ら
や
り
た
く
て
も
出
来
な
い
時
が
く
る

前
に
。
い
つ
も
そ
の
こ
と
が
頭
に
あ
り
ま
す
。
（近
藤
）

-4-


